
第８期宮崎市民長寿支援プラン

介護保険事業に係る実績について

〇 地域支援事業の実施状況

〇 一般介護予防事業の実施状況

〇 包括的支援事業の実施状況

〇 任意事業の実施状況

〇 保健福祉事業の実績報告

〇 見込量確保のための方策についての実績報告
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【地域支援事業】 2021年度 2022年度 2023年度

目標 887件 913件 939件

実績 609件 604件 507件

達成率 68.7% 66.2% 54.0%

目標 358人 570人 733人

実績 22人 81人 117人

達成率 6.1% 14.2% 16.0%

目標 102人 105人 108人

実績 30人 51人 43人

達成率 29.4% 48.6% 39.8%

目標 20人 20人 20人

実績 1人 0人 0人

達成率 5.0% 0.0% 0.0%

目標 348人 560人 723人

実績 157人 168人 143人

達成率 45.1% 30.0% 19.8%

目標 63人 65人 67人

実績 13人 6人 4人

達成率 20.6% 9.2% 6.0%

目標 107人 110人 113人

実績 31人 49人 47人

達成率 29.0% 44.5% 41.6%

目標 10人 ー ー

実績 7人 ー ー

達成率 70.0% ー ー

目標 50人 50人 50人

実績 1人 7人 8人

達成率 2.0% 14.0% 16.0%

目標 19,507人 20,073人 20,656人

実績 17,816人 14,574人 14,355人

達成率 91.3% 72.6% 69.5%

１．介護予防・生活支援サービス事業

　３箇年を通じて、目標を達成することができなかったが、新型コロナ感染症の影響により、制限や外出控えがあったこと

が要因と考える。なお、利用実績は落ち込んだものの、一方で、リハビリ専門職等が介入して改善を図る短期集中予防

サービスでは、約７割の維持改善が見られるなど、事業効果は確実に得られていると考える。

　令和４年度より運用を見直し、年々利用実績は増加したものの、３箇年を通じて目標を達成することができなかった。

　事業に関しては、令和５年度をもって完了するものとする。

　３箇年を通じ、年々件数が減少した。当初は、新型コロナウイルス感染症の影響により、サービスの利用控えがあったも

のと考えていたが、この３箇年で、要支援者数が減少し、要介護１、２が増えたことが影響している。

訪問型サービスAの件数

訪問型短期集中予防サービスC（運動）実人数

訪問型短期集中予防サービスC（栄養）実人数

訪問型短期集中予防サービスC（介護予防ヘルプ）
実人数

通所型短期集中予防サービスC（運動）実人数

通所型短期集中予防サービスC（栄養）実人数

通所（訪問）型短期集中予防サービスC（口腔）実人数

通所型短期集中予防サービスC（複合）実人数

栄養ケアマネジメント配食サービス実人数

介護予防ケアマネジメント件数
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【一般介護予防事業】 2021年度 2022年度 2023年度

目標 3,810回 3,960回 4,110回

実績 2,871回 2,874回 5,201回

達成率 75.4% 72.6% 126.5%

目標 22カ所 44カ所 44カ所

実績 2カ所 2カ所 2カ所

達成率 9.1% 4.5% 4.5%

目標 17カ所 35カ所 35カ所

実績 0カ所 2カ所 2カ所

達成率 0.0% 5.7% 5.7%

目標 600人 700人 800人

実績 483人 634人 630人

達成率 80.5% 90.6% 78.8%

目標 885人 965人 1,045人

実績 605人 592人 488人

達成率 68.4% 61.3% 46.7%

目標 3,600人 3,600人 3,600人

実績 1,081人 1,018人 1,236人

達成率 30.0% 28.3% 34.3%

目標 8,640人 5,760人 960人

実績 5,692人 7,208人 1,201人

達成率 65.9% 125.1% 125.1%

目標 3,840人 7,680人 1,560人

実績 0人 310人 399人

達成率 0.0% 4.0% 25.6%

１．みんなで体操みんなで健幸事業

　３箇年を通すと、新型コロナウイルス感染症による影響を受けて、目標を達することができなかった年度もあるが、自宅

でも取り組めるよう、ホームページやケーブルテレビを活用し、令和５年度は大きく目標を超えることができた。

２．通いの場創出事業

　３箇年を通じて、目標を達成することができなかった。新型コロナウイルス感染症の影響から、人の集まる通いの場の立

ち上げが敬遠されたことが大きな要因と考える。

３．フレイル予防短期スクール事業

　新型コロナウイルス感染症の影響により一部の事業所で事業が実施できない期間があったが、３箇年を通じて、概ね

目標を達成できたと考える。更なる発展を目指し、新たな事業の展開を図りたい。

４．シニア応援ボランティア事業

　新型コロナウイルス感染症の影響による施設受入れの制限や活動自粛から目標を達成できなかった。なお、その間、

登録者情報を見直し、精査したことで大きく下回っているが、延べ人数としては1,043人となる。

５．ぐるみん宮崎推進拠点事業

　３箇年を通じて、目標とした団体の立上げにいたらなかったため、目標を達成することはできなかった。

　店舗スペース等を活用した通いの場などが確実に増えている実態を踏まえ、本事業は完了するものとする。

６．住民参画型介護予防・生活支援推進事業

　３箇年を通じて、目標とした団体の立上げにいたらなかったため、目標を達成することはできなかった。

　これ以上の新規団体の拡充は困難と判断し、本事業は完了するものとする。

延べ実施回数

実施個所数

創出箇所数

参加者数

ボランティア登録者数

通いの場の延べ利用者数

居場所でパワーアップ事業延べ利用者数

地域ぐるみで支え合い支援事業延べ利用者数
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2021年度 2022年度 2023年度

目標 83.0% 86.0% 89.0%

実績 79.9% 76.3% 71.8%

達成率 96.3% 88.7% 80.7%

目標 547人 718人 760人

実績 409人 677人 881人

達成率 74.8% 94.3% 115.9%

目標 300人 300人 300人

実績 272人 232人 258人

達成率 90.7% 77.3% 86.0%

目標 4人 8人 19人

実績 3人 4人 4人

達成率 75.0% 50.0% 21.1%

目標 5人 6人 6人

実績 5人 5人 6人

達成率 100.0% 83.3% 100.0%

目標 7団体 8団体 9団体

実績 5団体 7団体 9団体

達成率 71.4% 87.5% 100.0%

目標 192件 144件 144件

実績 145件 96件 64件

達成率 75.5% 66.7% 44.4%

１．在宅医療・介護連携の推進

　３箇年を通じて、概ね目標を達成できたものと考える。引き続き、医療機関との情報共有を適切に図り、適宜課題を明

確にし、連携がうまくできるように支援を行っていく。

　３箇年を通じて医療機関の理解が進んだものと考える。令和５年度で目標を大きく超えるほどの実績が得られており、

引き続き利用者を増やすための周知啓発に努める。

　３箇年を通じて概ね目標を達成できたものと考える。令和５年度は、多職種連携で自宅で看取りを経験した家族や関

係者によるパネルディスカッションを行った。各種講座を開催し、引き続き普及啓発に努める。

２．認知症地域支援推進事業

　３箇年を通じて目標を達成することはできなかった。専門職の人員不足や場所の確保が困難な実態であることから、

業務内容の整理や配置定数、配置場所を含め課題の整理を行い、第９期では計画目標を見直した。

３．認知症初期集中支援チーム推進事業

　３箇年を通じて目標を概ね達成できた。一方で、対象者一人当たりへの訪問や会議の時間が増えていることから、委

託先にはチーム員の増員の依頼を継続し、体制強化を図る。

４．認知症カフェ等推進事業

　３箇年を通じて概ね目標を達成することができた。認知症高齢者やその家族のつどいの場としての居場所づくりのた

め、引き続き認知症カフェを開催する団体の募集、運営の支援を行っていく。

５．地域ケア会議推進事業

　年々提出事例が減少し、３箇年を通じて目標を達成することができなかった。地域包括支援センターの日常業務がま

すます多忙になっていることが一因と捉えるが、サービス利用者に対する包括的なチームアプローチの実効性を高めて

いくために、引き続き、地域包括支援センターの参加を促していくこととする。

医療と介護関係者の連携状況充実度

MICTに登録されている患者数

住民に対する在宅療養及び看取りに関する啓発への
参加者数

配置人数

配置人数（医師含む）

補助団体数

検討事例数

【包括的支援事業】
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2021年度 2022年度 2023年度

目標 700件 700件 700件

実績 15件 180件 217件

達成率 2.1% 25.7% 31.0%

目標 50件 50件 50件

実績 3件 16件 34件

達成率 6.0% 32.0% 68.0%

目標 1回 1回 1回

実績 0回 0回 1回

達成率 0.0% 0.0% 100.0%

目標 700人 700人 700人

実績 0人 0人 1,230人

達成率 0.0% 0.0% 175.7%

目標 50回 50回 50回

実績 2回 44回 34回

達成率 4.0% 88.0% 68.0%

目標 100人 100人 100人

実績 5人 102人 54人

達成率 5.0% 102.0% 54.0%

目標 300件 480件 480件

実績 11件 4件 33件

達成率 3.7% 0.8% 6.9%

目標 0.60% 0.60% 0.60%

実績 0.56% 0.29% 0.42%

達成率 93.3% 48.3% 70.0%

目標 12,000件 12,000件 12,000件

実績 11,250件 10,314件 11,043件

達成率 93.8% 86.0% 92.0%

１．介護保険給付適正化事業

　３箇年を通じて目標を達成することができなかった。なお、令和５年度は、運営指導による点検として、居宅介護支援

事業所のケアマネジャー１人あたり１～２件のケアプランを点検した。ケアプラン点検事業としては、令和５年度から委託事

業として実施しており、引き続き全ての居宅介護支援事業所を対象に点検を実施していく。

　３箇年を通じると、最終的に目標を達成することができた。特に、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、研修の在

り方を見直し、オンデマンド配信による実施としたことで参加者数の拡大に繋がった。

　指導研修に関しては、別途、書類点検を実施しており、その分を考慮すると、３箇年を通じて概ね目標を達成できたも

のと考える。引き続き、ケアプランのよりよい改善に繋がるよう、専門性の高い助言・指導の実施を図る。

　現地調査を再開したが、高齢者宅での調査のため感染のリスクを心配する声や申請数が多かったため書類審査に時

間を要し、予定とおりに現地調査に行けなかった。なお、書類審査件数は、1,860件だった。

　国保連合会が保有する入院等の医療情報と介護情報を突合した結果をもとに、二重請求や誤った請求等の確認を

行っている（データ件数35,531件のうち過誤は150件）。引き続き事業を進めていく。

　３箇年を通じて概ね目標を達成した。認定の更新時期に併せて送付しているため、認定更新者数により増減する。

ケアプランの点検＿居宅介護支援事業所のケアプラ
ン点検数

ケアプランの点検＿居宅介護支援事業所運営指導数

ケアプランの点検＿ケアプランの指導研修＿現任研
修実施回数

ケアプランの点検＿ケアプランの指導研修＿現任研
修参加者数

ケアプランの点検＿ケアプランの指導研修＿キャリ
アアップ研修実施回数

ケアプランの点検＿ケアプランの指導研修＿キャリ
アアップ研修参加者数

住宅改修適正化事業＿現地調査の件数

縦覧点検・医療情報との突合＿過誤の割合

介護給付費の通知等による市民の介護保険制度の理
解の推進＿介護給付費通知書件数

【任意事業】
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目標 38人 38人 38人

実績 29人 27人 23人

達成率 76.3% 71.1% 60.5%

目標 73回 73回 73回

実績 65回 58回 36回

達成率 89.0% 79.5% 49.3%

目標 5,000人 5,000人 5,000人

実績 1,573人 2,123人 2,809人

達成率 31.5% 42.5% 56.2%

目標 150回 150回 150回

実績 34回 56回 75回

達成率 22.7% 37.3% 50.0%

目標 360人 360人 360人

実績 39人 89人 59人

達成率 10.8% 24.7% 16.4%

目標 16回 16回 16回

実績 7回 17回 18回

達成率 43.8% 106.3% 112.5%

目標 125件 140件 160件

実績 126件 110件 99件

達成率 100.8% 78.6% 61.9%

目標 1,000件 1,000件 1,000件

実績 1,059件 1,012件 1,146件

達成率 105.9% 101.2% 114.6%

目標 300件 300件 300件

実績 331件 263件 287件

達成率 110.3% 87.7% 95.7%

２．認知症チームケアマネジメント推進事業

　協力員が業務多忙で継続困難となり、減少傾向にある。前年度の研修受講者が協力員を担ってもらえるよう、周知・事業展開
を図りたい。研修会は、様々な種別の事業者の参加が得られたが、実績としては減少した。参加方法を見直し、参加拡大を促した

い。

３．認知症高齢者見守り事業

　３箇年を通じて目標を下回ったが、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえつつ徐々に増加傾向となっている。引き

続き、校長会、民児協、地区社協等への受講団体募集及び講座の周知や、市主催の認知症サポーター養成講座の開

催などに取り組んでいく。

４．家族介護者交流事業

　コロナ過以前の参加者数には戻らず、３箇年を通じて目標に達することができなかった。第９期では事業内容の見直し

を行い、参加者数の拡大を図る。

５．成年後見制度利用支援事業

　報酬助成の要件である預貯金額等が基準を超えている等の理由で助成対象外となることがあり目標達成に至らな

かった。今後は、報酬助成制度の更なる周知に努めることで制度利用の促進を行う。

６．介護保険住宅改修等技術審査事業

　３箇年を通じて目標に達した。引き続き、給付の適正化を図るとともに、利用者の住環境や身体状況に合わせた住宅

改修を行っていく。

７．住宅改修支援事業

　３箇年を通じて概ね目標を達成したものと考える。引き続き、事業展開を図っていく。

主任協力員・協力員数

研修会開催回数

認知症サポーター数

養成講座の開催回数

参加者数

実施回数

報酬助成件数

件数

件数

【任意事業】 2021年度 2022年度 2023年度
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【保健福祉事業】

【見込量確保のための方策】 2021年度 2022年度 2023年度

目標 20人 40人 50人

実績 0人 0人 0人

達成率 0.0% 0.0% 0.0%

目標 7人 7人 ー

実績 0人 0人 ー

達成率 0.0% 0.0% ー

目標 50人 50人 50人

実績 2人 6人 6人

達成率 4.0% 12.0% 12.0%

１．シニア介護助手導入促進事業

　シニア介護助手の周知にとどまっていたため、実績が得られなかった。令和６年度は、モデル事業として実施し、改めて

導入促進に向けた事業としていく。

２．介護ホームヘルパー就業応援プロジェクト事業

　申込みがあった者に対し、３年間就労支援金を支給する事業であったが、令和２年度以降申込みがなく、令和４年度

に事業廃止した。

３．介護職員就業定着促進支援事業

　３箇年を通じて申込自体が少なくさらに定着に至らず、目標値に届かなかった。補助対象を見直し、事業を拡大して、更

なる人材獲得を目指すこととする。

介護助手の雇用数

就労継続している人数

受講者数（就労者数）

2021年度 2022年度 2023年度

目標 1,030人 1,060人 1,090人

実績 1,135人 1,207人 1,240人

達成率 110.2% 113.9% 113.8%

目標 185人 190人 195人

実績 114人 144人 168人

達成率 61.6% 75.8% 86.2%

目標 46,250食 47,500食 48,750食

実績 29,885食 32,084食 38,927食

達成率 64.6% 67.5% 79.9%

目標 60人 60人 60人

実績 26人 29人 18人

達成率 43.3% 48.3% 30.0%

目標 2,400千円 2,400千円 2,400千円

実績 884千円 871千円 727千円

達成率 36.8% 36.3% 30.3%

１．介護用品支給事業

　３箇年を通じて目標を達成した。引き続き、事業展開を図っていく。

２．生活支援配食サービス事業

　３箇年を通じて見込に達していないが、確実に利用者数は増えている。今後も必要とする方にサービスが届くよう周知

していく。

３．介護予防福祉用具購入補助事業

　３箇年を通じて見込を下回る結果となった。しかしながら、この事業を利用することでケアマネジメント費の抑制に繋が

ることから、引き続き、関係機関等への周知を図り、利用者拡大へ繋げるよう努めていく。

延べ利用認定者数

年度末登録者数

食数

利用者数

給付費


